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論文内容の要旨
本論文は、日本における公的賃貸集合住宅の現状を踏まえて、現存する住宅ストックの有効・活用とその魅力の向
上策の方向性の提示を目的に、団地の立地条件・住環境を中心とした住宅団地を取り巻く諸条件の現状把握や立地評
価による団地の魅力を分析することにより、今後の公的賃貸集合住宅の立地ならびに施設整備の方向性を提案してい
る。なお、本研究では、公的賃貸集合住宅の一事例として、大阪府住宅供給公社の団地(以下、公社団地)を調査対
象としている。
第一章は、研究の背景と意義、目的と方法、関連する既往の研究、論文の構成、用語の定義等を述べている。
第二章では、公社団地の現状を調査・分析している。公社団地の平均専用面積は建設年度が新しくなる程増加して
いること、各団地の平均家賃は平均専用面積が広くなるのに対応して高くなっていること、平米当たり家賃は住居の
質を表すーっの指標であると言えること等を明らかにしている。
第三章は、団地の立地評価からみた団地の魅力を向上する方策を探ることを目指し、団地の人気度指標と立地特性
により各団地を分類している。さらに、数量化理論を用いて空家率の予測と立地特性の評価を試み、各団地の空家率
と様々な要素との関係、について分析している。そして、数量化 I 類モデルによるシミュレーションにより空家率を検
討した結果、家賃や立地特性の改善により空家率を下げる可能性を指摘している。
第四章では、住民への団地の立地・住環境に関するアンケ)ト調査により、公社団地における居住者の属性、団地
の立地・住環境の実態、団地周辺施設の利用状況と整備状況等の実態を明らかにし、住民の評価は団地の物理的な条
件と深く関わっていることを明らかにしている。また、団地の立地・交通・通勤の便利さ、緑の豊かさ、生活環境の
良さ等が公社住宅の魅力であるが、住宅の古さ、住戸計画・設備等の問題、高齢者への配慮、等、団地内部環境の整備
が公社団地の問題点として挙げられることを指摘している。
第五章では、住民による住環境評価と立地特性の関係を多変量解析等により分析した結果、住民の評価は団地の物
理的条件とおおむね対応関係にあることや、住環境ならびに定住志向に関する住民の意向を明らかにしている。
第六章では、論文の内容をまとめた上で、立地特性の魅力を向上するための整備手法を提案すると共に、今後の課
題をあげている。
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論文審査の結果の要旨
日本では、住宅を取り巻く社会環境は激変している。持に大量供給時代に建設された集合住宅のストックの今後の
処遇が公的住宅事業の新たな問題となっている。本論文は、このような既存ストックを最大限に活用し、かつ良質な
住宅を供給するために、立地条件・住環境の現状把握・評価による団地の魅力を分析することにより、今後の立地・
施設整備の方向性を提案したものである。本研究の成果を要約すると次の通りである。
(1) 団地の立地特性の数値化や公社団地の居住者による立地・住環境に対する意識調査をもとに、団地の魅力に関
する要素を抽出し、公社団地の魅力や問題を明らかにしている。
(2) 団地の人気度指標と立地特性により団地を分類すると共に、数量化理論により空家率の予測と立地特性の評価
を試みることで、空家率と各要素の関係を明らかにしている。
(3) 数量化 I 頬モデ、ルによるシミュレーションにより空家率を検討した結果、家賃や立地特性の改善により空家率
を下げる可能性を指摘している。
凶) 住民による住環境評価の実態と立地特性の関係を考察すると共に、多変量解析により団地の人気度に影響する
各要素の重要度や団地の立地特性ならびに居住者の属性による影響の差異を指摘している。
(5) I都市型」と「郊外型」という二つの団地の立地タイプや「建替え」と「改修j の場合などに分けて公的集合
住宅団地の住環境を向上させる整備策の提案を行っている。
以上のように、本論文は現在の大阪府住宅供給公社団地の魅力や問題ならびに住民が住環境に関する評価を明らか
にする過程において、今後の公的集合住宅団地を再生する際の方向性を示唆したものとなっている。よって本論文は
博士論文として価値あるものと認める。
